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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板の嵌め合い面に沿って少なくとも部分的に互いに接合されまたは保持され、かつ屈
折率の異なる少なくとも２つの実質的に平面である透明な前記基板（５５，５６）を含み
、前記少なくとも２つの基板は、嵌め合い面から間隔を置いた関係で互いに離れた方向を
向いた外側面を有し、より低い屈折率の基板（５６）の外側面は発光アセンブリ（ＢＬ）
または他の非周辺光光源の方を向いており、前記少なくとも２つの基板のうち一の基板（
５５）の嵌め合い面は光学変形部のパターン（５７）を有しており、前記少なくとも２つ
の基板のうち他の基板（５６）の嵌め合い面は前記光学変形部のほぼ逆のパターン（５８
）を有しており、その結果前記少なくとも２つの基板（５５，５６）の屈折率の違い、お
よび前記光学変形部のパターンおよびほぼ逆のパターンが、より高い屈折率の基板（５５
）の外側面に入り、嵌め合い面同士の間の界面（５９）で完全に内部反射し、より高い屈
折率の基板（５５）の外側面から出る周辺光を増加させ、光学変形部のパターンおよびほ
ぼ逆のパターン（５７，５８）が、より低い屈折率の基板（５６）からより高い屈折率の
基板（５５）へ透過する光を再方向付けするように形作られている、トランスリフレクタ
（６）。
【請求項２】
　より低い屈折率の基板（５６）の外側面は光学変形部の第２のパターン（６１）を有し
ており、前記第２のパターンは発光アセンブリ（ＢＬ）または他の非周辺光光源から送出
された光をより低い屈折率の基板（５６）へ透過するように形作られている、請求項１に
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記載のトランスリフレクタ。
【請求項３】
　より高い屈折率の基板（５５）の外側面は、より高い屈折率の基板（５５）によって透
過された光を再方向付けするように形作られた、光学変形部の別のパターン（６４）を有
している、請求項１に記載のトランスリフレクタ。
【請求項４】
　光学変形部（５７，５８）の前記パターンおよび前記ほぼ逆のパターンは、実質的に平
面である透明な基板（５５，５６）の長さおよび幅に対してかなり小さいサイズを持つ明
確に規定された形状の、個々の光学変形部を含む、請求項１に記載のトランスリフレクタ
。
【請求項５】
　基板の嵌め合い面に沿って互いに接合または保持され、かつ屈折率の異なる２つより多
い透明な基板（５５，５６，５６ａ）を含む、請求項１に記載のトランスリフレクタ。
【請求項６】
　発光アセンブリ（ＢＬ）または他の非周辺光光源の方を向いた最も外側の基板（５６ａ
）の外側面の中または外側面の上の、光学変形部の第２のパターン（６１）は、発光アセ
ンブリ（ＢＬ）または他の非周辺光光源によって送出された光を透過するように形作られ
ており、発光アセンブリまたは他の非周辺光光源から離れる方を向いた最も外側の基板（
５５）の外側面の中または外側面の上の、光学変形部の第３のパターン（６４）は、より
高い屈折率の基板からの光を再方向付けするように形作られている、請求項５に記載のト
ランスリフレクタ。
【請求項７】
　より高い屈折率の基板（５５）によって透過された光を拡散または再方向付けするため
により高い屈折率の基板（５５）の外側面に適用された、拡散器、輝度向上フィルム、お
よびテクスチャ（６４）のうち少なくとも１つをさらに含む、請求項１に記載のトランス
リフレクタ。
【請求項８】
　一の基板（５５）の嵌め合い面の中または嵌め合い面の上の光学変形部のパターン（５
７）は、予め形成されたパターンであり、他の基板（５６）は、他の基板（５６）の嵌め
合い面の中または嵌め合い面の上に前記光学変形部のほぼ逆のパターン（５８）を有する
紫外線硬化ポリマーである、請求項１に記載のトランスリフレクタ。
【請求項９】
　発光アセンブリ（ＢＬ）と組み合わせた請求項１に記載のトランスリフレクタであって
、前記発光アセンブリは、非周辺光光源（５０）からの光を受けるための少なくとも１つ
の入力端縁を有する発光パネル部材と、より低い屈折率の基板の外側面を向いた少なくと
も１つのパネル表面とを含み、その結果光学変形部のパターンおよびほぼ逆のパターン（
５７，５８）は、より低い屈折率の基板（５６）の外側面に関する法線方向に近づくよう
に発光アセンブリ（ＢＬ）からの光を再方向付けし、かつ嵌め合い面同士の間の界面で内
部全反射によって反射する周囲光の角度発散を減らすように形付けられている、トランス
リフレクタ。
【請求項１０】
　前記より高い屈折率の基板（５５）からの反射光および透過光を受ける、より高い屈折
率の基板（５５）の外側面に密に近接したディスプレイ（Ｄ）をさらに含む、請求項９に
記載のトランスリフレクタと発光アセンブリとの組合せ。
【請求項１１】
　前記パネル部材（ＢＬ）は、前記パネル表面から特定の光出力分布を発生するための個
々の光学変形部のパターン（７６）を有し、前記パネル部材（ＢＬ）の前記個々の光学変
形部（７６）の少なくともいくつかは、前記パネル表面から前記パネル部材の前記光学変
形部に当たる光を反射または屈折させるための少なくとも１つの傾斜面を含む明確に規定
された形状を有する、請求項９に記載のトランスリフレクタと発光アセンブリとの組合せ
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　発明の分野
　この発明は、トランスリフレクタ（transreflector）の一方側に当たる光のより大きな
部分を反射しかつトランスリフレクタの他方側に当たる光のより大きな部分を透過し、ま
たその逆も行なうトランスリフレクタに関する。また、この発明は、トランスリフレクタ
を製造する異なる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発明の背景
　トランスリフレクタは、それに当たる光の一部を透過し、かつそれに当たる光の一部を
反射する光学装置である。トランスリフレクタの例は、ビームスプリッタまたは半渡銀鏡
である。トランスリフレクタの所与の側に当たる光強度を考慮すると、エネルギ保存によ
り、（ｉ）トランスリフレクタを透過する、（ii）トランスリフレクタが反射する、およ
び（iii）トランスリフレクタが吸収する光強度の和は、その側に当たる元の強度と等し
くなければならない。装置の一方側に当たる光をできるだけ透過する一方で、装置の反対
側に当たる光をできるだけ反射するトランスリフレクタを構築することが所望される場合
、ビームスプリッタ型トランスリフレクタ装置は、装置が吸収する光の強度が０であると
仮定すれば、５０％の光透過および５０％の光反射に理論的に限定される。光吸収がゼロ
であるトランスリフレクタ装置を製造することは物理的に不可能なので、装置に入射する
光の最大量を透過および反射しようとするビームスプリッタ型トランスリフレクタ装置は
、５０％未満の透過および５０％未満の反射に限定される。
【０００３】
　たとえば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）とともにトランスリフレクタを用いて、ラップト
ップコンピュータ、パーソナルデジタルアシスタント装置（ＰＤＡ）、ワードプロセッサ
、航空機搭載ディスプレイ、携帯電話などで、バックライトのスイッチを入れなくても、
暗い環境ではバックライトでおよび明るい環境では周辺光でディスプレイが照明されるよ
うにし得る。これは、たとえば、バックライトとＬＣＤとの間にトランスリフレクタを置
くことによってなされる。明るい環境では、周辺光の一部がディスプレイを通過し、次に
この光の一部がトランスリフレクタで反射されてＬＣＤに戻り、ディスプレイを照明する
。暗い環境では、バックライトからの光の一部がトランスリフレクタを透過し、ＬＣＤを
透過してディスプレイを照明する。
【０００４】
　明るいおよび暗い環境の両方でできるだけディスプレイを明るくするため、理想的なト
ランスリフレクタは、下から当たるバックライトからの光を１００％透過し、かつ上から
当たる周辺光を１００％反射する。トランスリフレクタ装置におけるたとえば吸収などの
光損失のために、下からトランスリフレクタに当たる光の１００％透過および上からトラ
ンスリフレクタに当たる光の１００％反射を得ることが不可能になる。しかしながら、で
きるだけ実際に１００％透過および１００％反射に近いことが望ましい。
【０００５】
　ビームスプリッタ型トランスリフレクタは、上から上面に当たる光と下から底面に当た
る光とを扱うが、これらの装置の表面に当たる光の透過および反射の両者については５０
％未満に限定される。したがって、ビームスプリッタ型トランスリフレクタ装置は、下か
ら当たるバックライトからの光の５０％未満の透過、および上から当たる周辺光の５０％
未満の反射に限定され、これは、できる限りディスプレイを明るくするのに必要な、下か
らの１００％透過および上からの１００％反射という理想とは程遠い。
【０００６】
　ディスプレイをできる限り明るくするため、上から当たる光と下から当たる光とを異な
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る態様で扱うトランスリフレクタ装置に対する必要性が存在する。さらに、これらのトラ
ンスリフレクタは、下から当たる光をできるだけ（たとえば５０％よりも多く）透過し、
かつ上から当たる光をできるだけ（たとえば５０％よりも多く）反射しなければならない
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　発明の概要
　この発明は、トランスリフレクタの一方側に当たる光のより多くを反射しかつトランス
リフレクタの反対側に当たる光のより多くを透過するトランスリフレクタ、トランスリフ
レクタシステムおよびディスプレイ、ならびにトランスリフレクタを製造する方法に関す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の１つの形態では、トランスリフレクタは、基板の一方側の上またはその中に
反射面および非反射光透過面を有する光学変形部のパターンを有する（フィルムまたはプ
レートであり得る）透明な基板を含む。明細書およびクレームを通じて用いられるような
「透明」という用語は、光学的に透明または光学的に半透明であることを意味する。トラ
ンスリフレクタは、いちばん外側の層の外側面上に光学変形部を備えた、互いに接合され
た２つ以上の基板／フィルム層も含み得る。これらの光学変形部は、溝または明確に規定
された形状の個々の光学変形部を含み得る。また、光学変形部のサイズ、高さ、形状、位
置、角度、密度および／または向きは基板にわたって異なり得る。反射面は偏光コーティ
ングを含み得る反射コーティングで被覆される。透過面は、光を再方向付けするためにテ
クスチャ付けされたり、レンズ状にされたり、または光学的形状を有し得、また反射防止
コーティングまたは偏光コーティングなどのオプティカルコーティングも有し得る。反射
面および非反射光透過面のパターンは、基板の上側（すなわちＬＣＤに最も近い面）また
は基板の底側（すなわちバックライトに最も近い面）の上に存在し得る。反射面および透
過面のサイズ、形状、角度、密度および向きは異なり得る。
【０００９】
　反射面および非反射面のパターンがトランスリフレクタの上側に存在する場合、トラン
スリフレクタの他方側または底は平らであってもよく、またはたとえばバックライトの出
力分布などのある光分布をより十分に透過するように設計された光学的形状を有してもよ
く、さらに、この光を光透過面へ方向付けてもよい。これらの光学変形部は、溝または明
確に規定された形状の個々の光学変形部を含み得る。また、光学変形部のサイズ、高さ、
形状、位置、角度、密度および／または向きはトランスリフレクタにわたって異なり得る
。光学変形部に加えてまたはその代わりに反射防止コーティングまたは偏光コーティング
などのオプティカルコーティングもトランスリフレクタの底に塗布してもよい。
【００１０】
　反射面および非反射面のパターンがトランスリフレクタの底側に存在する場合、トラン
スリフレクタの他方側または上面は平らであるか、または光を再方向付けするために光学
変形部を有し得る。たとえば、トランスリフレクタの上側は、トランスリフレクタからの
より多くの光がＬＣＤを透過するように、トランスリフレクタを透過した光をよりＬＣＤ
の垂直方向に向けて再方向付けする光学的形状を有してもよい。これらの光学変形部は、
角柱状もしくはレンズ状溝を含むがそれらに限定されない溝、または明確に規定された形
状の個々の光学変形部を含み得る。また、光学変形部のサイズ、形状、角度、密度および
向きはトランスリフレクタにわたって異なり得る。トランスリフレクタの上面は、テクス
チャ付けされるか、または反射防止コーティングもしくは偏光コーティングなどのオプテ
ィカルコーティングを有してもよい。
【００１１】
　そのようなトランスリフレクタは、透明な基板の一方側に反射コーティングを塗布し、
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次にそのような一方側を熱成形して、間隔をあけられ角度付けられ反射コーティングされ
た複数の面と、角度付けられ被覆されていない複数の光透過面とを設けることによって製
造され得る。反射面と非反射光透過面との両者の角度は、性能を最適化するように選択さ
れ得る。また、光学変形部は基板の他方側に形成されてもよい。
【００１２】
　これに代えて、そのようなトランスリフレクタは、透明な基板の一方側を熱成形して、
間隔をあけられ角度付けられた複数の面と角度付けられた他の複数の面とを作製し、次に
角度付けられた面に反射コーティングを塗布してそれらを反射面にする一方で角度付けら
れた他の面を被覆しないまま残すことによって製造されてもよい。これは、たとえば、高
低線（line of site）または他の適切な堆積技術を用いて、角度付けられた他の面ではな
く角度付けられた面の上に反射コーティングを堆積することによって達成され得る。
【００１３】
　この発明の別の形態では、トランスリフレクタは、基板の嵌め合い側に沿って互いに接
合される、屈折率の異なる２つ以上の透明な基板を含む。基板のうち少なくとも１つの嵌
め合い側は光学変形部のパターンを有し、他の基板の嵌め合い側は、１つの基板の嵌め合
い側上の光学変形部と逆のパターンを有する。屈折率がより低い基板の他方側は平らであ
ってもよく、またはバックライトもしくは他の光源から送出される光の特定の分布を受入
れるように設計された光学変形部を有してもよい。屈折率がより高い基板の他方側は、テ
クスチャ付けされるか、またはこの面からトランスリフレクタに入るもしくはそれを出る
光を再方向付けする光学的形状を有してもよい。いずれかの基板の他方側には反射防止コ
ーティングまたは偏光コーティングなどのオプティカルコーティングが塗布されてもよい
。オプティカルコーティングは、２つの基板が互いに接合される前に嵌め合い面のいずれ
かに塗布されて、その結果、２つの基板が互いに接合された後に２つの基板の嵌め合い界
面に光学的フィルムができるようにしてもよい。
【００１４】
　そのようなトランスリフレクタは、屈折率の異なる２つの透明な基板の一方側の上また
はその中に光学変形部のパターンを予め形成することと、一方の基板の光学変形部の予め
形成されたパターンを用いて、一方の基板のそのような一方側が溶融するのを防止しなが
ら他方の基板の一方側を溶融または熱軟化して、他方の基板の溶融または軟化した側を一
方の基板の一方側の上またはその中の変形部の予め成形されたパターンに対してプレスし
て他方の基板の一方側の上またはその中に逆パターンを形成して、他方の基板の一方側の
中またはその上に光学変形部の逆パターンを形成することとによって製造され得る。次に
基板の両者ともを冷却して、他方の基板の一方側を硬化させ、一方の基板の一方側と接合
する。また、光学変形部は、２つの基板を互いに接合する前、後またはその間のいずれか
に基板のいずれかの他方側の上またはその中に形成され得る。
【００１５】
　これらのトランスリフレクタのいずれをトランスリフレクタシステムまたはディスプレ
イにおいて用いて、トランスリフレクタの一方側に入射するバックライトまたは他の光源
が送出する光を透過し、トランスリフレクタの反対側に入射する周辺光を反射してもよい
。バックライトまたは他の光源からの入射光を受けるトランスリフレクタの側は、光源か
ら送出された光の特定の出力分布をより十分に透過するように設計された光学変形部を有
してもよく、バックライトの入力端縁からの距離が増すにつれてバックライトから送出さ
れる光の角度分布における変化を補う、バックライトの入力端縁からの距離によって変化
する角度付き形状パターンを含んでもよい。バックライトまたは他の光源からの光を受け
るトランスリフレクタの側の上の光学変形部は、溝または明確に規定された形状の個々の
光学変形部を含んでもよい。また、光学変形部のサイズ、形状、角度、密度および向きは
トランスリフレクタにわたって異なってもよい。
【００１６】
　入射周辺光を受けるトランスリフレクタの他方側はテクスチャス付けされてもよく、ま
たはこの面からトランスリフレクタに入るもしくはそれを出る光を再方向付けする光学的
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形状を有してもよい。周辺光を受けるトランスリフレクタの側の上の光学的形状は、溝ま
たは明確に規定された形状の個々の光学変形部を含んでもよい。また、光学変形部のサイ
ズ、形状、角度、密度および向きはトランスリフレクタにわたって異なってもよい。光学
変形部に加えてまたはその代わりに反射防止コーティングまたは偏光コーティングなどの
オプティカルコーティングもトランスリフレクタのいずれかの面に塗布されてもよい。
【００１７】
　同様に、バックライトは、発光面から光学変形部に当たる光を反射するまたは屈折させ
るための少なくとも１つの傾斜面を含む、明確に規定された形状の、その発光面から特定
の光出力分布を発生するための個々の光学変形部のパターンを有し得る。これらの変形部
のうち少なくともいくつかの傾斜面は、バックライトにわたり光入力端縁の光学結合区域
に面するような向きにされ得る。また、バックライト／パネル部材の発光部の中の窪みま
たはその上の突出部を含み得る変形部のうち少なくともいくつかのサイズ、形状、深さも
しくは高さ、密度および／または向きは、バックライトにわたって異なってもよい。さら
に、変形部は、バックライトにわたってランダムに配置されたり、互い違いに配置された
り、または確率的パターンで配置されてもよい。さらに、変形部の少なくともいくつかは
バックライトにわたって塊で配置されてもよく、塊の各々の中の変形部の少なくともいく
つかは、バックライトにわたって異なる、塊の各々ごとの平均サイズまたは形状特徴をま
とまって生じる異なるサイズまたは形状特徴を有する。これにより、バックライトからの
入射光を受けるトランスリフレクタ上の光入力面とバックライトの光出力分布とが互いと
同調されるようになり、これによりトランスリフレクタはバックライトが送出する光のよ
り多くをより十分に透過する。また、トランスリフレクタに最も近いバックライトの側は
、トランスリフレクタの上またはその中に変形部と整列する光学変形部を有し、バックラ
イトからトランスリフレクタに光が透過する効率を増大させ得る。整列されたバックライ
トとトランスリフレクタ変形部との間の領域は、効率をさらに高めるために、屈折率一致
材料を含み得る。ディスプレイはバックライトとは反対のトランスリフレクタの側に密に
近接して置かれ得る。
【００１８】
　以上の関連の目的を達成するため、この発明は、クレーム、以下の説明およびこの発明
のある例示的な実施例を詳細に述べる添付の図面においてより十分に説明されかつ特に指
摘される特徴を含むが、これらはこの発明の原則を用い得るさまざまな態様のうちいくつ
かのみを示すにすぎない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　発明の詳細な説明
　ここで図面を詳細に参照して、およびまず図１から図３を参照して、これらの図面はこ
の発明に従う３つの異なるトランスリフレクタシステム１、２および３を概略的に示す。
これらの各々は、液晶ディスプレイまたはメンブレンスイッチなどのディスプレイＤとバ
ックライトＢＬとの間に置かれたトランスリフレクタ４、５および６を含む。トランスリ
フレクタは、明るい環境でディスプレイがより見やすく（たとえばより明るい）なるよう
にディスプレイを通ってディスプレイから出る周辺光のより多くを反射し、かつバックラ
イトからの光のより多くをトランスリフレクタを通してディスプレイの外へ透過させて暗
い環境でディスプレイを照明するためのものである。
【００２０】
　図１および図２に示されるトランスリフレクタ４、５の各々は、透明な（すなわち、光
学的に透明または半透明な）基板を含み、これは、たとえばキャリア膜（carrier film）
および紫外線硬化層を含む多層フィルムを含むフィルムまたはプレートであり得る。基板
の一方側の上またはその中には間隔をあけて複数の光学的要素または変形部８が存在し、
その各々は、１つ以上の光反射面９および非反射光透過面１０を含む。変形部８は、図４
ａ－図４ｃに概略的に示されるような溝１１、または図５ａ－図５ｄに概略的に示される
ように明確に規定された形状を各々が有する個々の光学変形部１２のパターンのいずれか
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であり得る。溝１１は、図４ａおよび図４ｂに概略的に示されるように、その長さにわた
って同じ高さであってもよく、または図４ｃに概略的に示されるように、その長さに沿っ
て高さが異なってもよい。また、図４ｃにさらに概略的に示されるように、高さのばらつ
きは溝１１ごとに異なってもよい。個々の光学変形部１２の各々は、図５ａおよび図５ｂ
に概略的に示されるように実質的に同じサイズおよび形状であってもよく、または図５ｃ
に概略的に示されるように異なるサイズおよび外形形状であってもよい。図５ａに示され
る光学変形部１２は、各々、２つの面、すなわち平らな反射面９およびカーブした光透過
面１０しか有しない。一方、図５ｂに示される光学変形部１２は、各々、複数の反射面９
と１つの光透過面１０とを含むピラミッド形状を有する。
【００２１】
　また、光学変形部１２の各々は、図１に概略的に示されるように、１つの入力端縁にの
み光学的に結合される単一の光源５０によって点灯されるバックライトからの光を受ける
ため、図１および図５ａから図５ｃに概略的に示されるように、変形部の各々の光透過面
１０が同じ一般的方向を向いたパターンで配置されてもよく、または図１ａに概略的に示
されるように、２つの入力端縁に光学的に結合される２つの光源５０によって点灯される
バックライトからの光を受けるため、図１ａおよび図５ｄに概略的に示されるように、異
なる光学変形部１２の光透過面１０どうしおよび光反射面９どうしが反対の方向をほぼ向
いたパターンで配置されてもよい。
【００２２】
　図５ａでは、個々の光学変形部１２の反射面９は丸められるかまたはカーブし、光透過
面１０は平らである。しかしながら、図６ａに概略的に示されるように、個々の光学変形
部１２の反射面９が平らで、光透過面１０が丸められることが認められるであろう。これ
に代えて、図６ｂから図６ｅに概略的に示されるように、個々の光学変形部１２の反射面
９と光透過面１０との両者ともが平らであってもよい。また、個々の光学変形部１２の反
射面９および光透過面１０は、図５ａから図５ｄならびに図６ａ、図６ｂおよび図６ｄに
概略的に示されるように互いに交差してもよく、または、図６ｃに概略的に示されるよう
にトランスリフレクタの一般平面と平行に延びるもしくは図６ｅに概略的に示されるよう
にトランスリフレクタの一般平面と交差する中間面１３によって互いから間隔をあけられ
てもよい。さらに、個々の光学変形部は、図６ｂおよび図６ｃに概略的に示されるように
、丸められたまたはカーブした端を有してもよい。
【００２３】
　光透過面１０は、バックライトからの光のより大きな部分を透過しかつトランスリフレ
クタを通してトランスリフレクタの他方側から外へ光を方向付けるように角度付けられる
。また、バックライトＢＬから送出される光線Ｒの最大出力角度に対して垂直な平面上の
光透過面１０の突出区域は、トランスリフレクタ４、５の一般平面の上の反射面９の突出
区域よりも実質的に小さい。これにより、図１および図２に概略的に示されるように、反
射面９は、ディスプレイＤを通ってディスプレイに戻る周辺光のより多くを反射し、明る
い環境でディスプレイがより見やすく（たとえばより明るく）なり得る。同時に、光透過
面１０は、バックライトＢＬまたは他の光源からトランスリフレクタ４、５上に入射する
光のより多くをディスプレイの外へ透過して、暗い環境でディスプレイを照明する。
【００２４】
　反射面９は、偏光コーティングも含み得るメタライズド（metallized）コーティングな
どの好適な反射コーティング１５で被覆される一方、光透過面１０は、光透過面を通過す
る光を再方向付けするため、図１および図２にたとえば１６で概略的に示されるようにテ
クスチャ付けされるかまたはレンズ状にされてもよい。
【００２５】
　図１に示される実施例では、ディスプレイＤからいちばん遠くのトランスリフレクタ４
の側が反射面９および関連の光透過面１０を含む一方、図２に示される実施例では、ディ
スプレイＤに最も近いトランスリフレクタ５の側が反射面９および関連の光透過面１０を
含む。いずれの場合も、ディスプレイを通過する周辺光のより多くの部分が反射面９によ
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って反射されてディスプレイに戻され、ディスプレイは明るい環境でより見やすくなる。
【００２６】
　暗い環境では、図１に示されるトランスリフレクタ４の場合、バックライトＢＬに最も
近いトランスリフレクタの側の上の反射面９間の光透過面１０は、バックライトからの光
のより多くの部分を透過し、かつトランスリフレクタを通してトランスリフレクタの他方
側から外へ光を方向付けるように角度付けられる。トランスリフレクタ４の他方側は、図
１の仮想線１７ならびに図１ｂおよび図４ｂの実線で示されるように平らであり得るか、
または図１、図１ａ、図１ｃ、図４ａおよび図４ｃに実線で示されるようにトランスリフ
レクタの他方側の中もしくはその上にテクスチャ、化学エッチングもしくはレーザエッチ
ングもしくは光学変形部１８を有して、ディスプレイＤの垂直方向により向けて光を再方
向付けして、暗い環境でディスプレイをよりよく照明し得る。他方側も（図１の仮想線、
および図４ｂの実線、および比較の目的のために図１ｂの右側にのみ示される）反射防止
または偏光再循環フィルム（recycling film）１７′などのオプティカルフィルム（コー
ティング、層）を有してもよい。バックライトＢＬから送出される光は偏光されていない
（すなわち、図１ｂに概略的に示されるように、２つの偏光Ｐ1およびＰ2からなる）。こ
の偏光されていない光が偏光再循環コーティング１７′に当たると、偏光Ｐ1は透過し、
偏光Ｐ2は反射される。偏光Ｐ1は継続してＬＣＤを透過する。偏光Ｐ2はトランスリフレ
クタの中に反射され、そこでそれは反射偏光器１７′に向けて反射され、散乱されて、再
び偏光Ｐ1およびＰ2の両者が混合し、このプロセスが繰返される。
【００２７】
　機能比較のために図１ｂのトランスリフレクタの左側に示されるように反射偏光フィル
ム１７′が存在しない場合、バックライトＢＬを離れてトランスリフレクタによって透過
される未偏光の光Ｐ1およびＰ2はＬＣＤに当たり、偏光Ｐ1はＬＣＤを透過する一方で偏
光Ｐ2は吸収され、その結果、光の実質的に５０％が失われる。
【００２８】
　図２に示されるトランスリフレクタ５の場合、トランスリフレクタの他方側は、図２の
仮想線１７が示すように平らであり得るか、または図２の実線で示されるようにテクスチ
ャ、化学エッチング、もしくはレーザエッチングまたは光学変形部１９を有し得る。ここ
で、変形部１９は、バックライトまたは他の光源からの光を透過し、かつディスプレイＤ
に最も近いトランスリフレクタの側の光透過面１０に光を方向付けるように角度付けられ
る。これにより、トランスリフレクタを通してバックライトから透過された光の量が増大
してディスプレイを照明する。他方側も反射防止コーティングまたは偏光コーティングな
どのオプティカルコーティング１７′を有してもよい。これらの光学変形部１８、１９は
、溝であるか、または後に説明されるように明確に規定された形状を各々が有する個々の
変形部であり得る。
【００２９】
　図１に示されるトランスリフレクタ４の上側の中またはその上の光学変形部１８と、図
２に示されるトランスリフレクタ５の底側の中またはその上の光学変形部１９とは、たと
えば図７ａおよび図７ｂに概略的に示されるタイプの角柱状もしくはレンズ状の溝２１、
２２、または図７ｃに概略的に示されるように互いに対して垂直に切断されてピラミッド
状の構造３０を生じる２組の溝２１もしくは２２（たとえばクロス溝（cross groove））
からなり得る。これに代えて、そのような光学変形部１８、１９は、図７ｄに示されるよ
うに密なアレイ２３、もしくは図７ｅに示されるように間隔をあけられたアレイ２４であ
り得、ならびに図７ｄおよび図７ｅに示されるような列２５であり得る、もしくは図７ｆ
の２６で示されるようにランダムに配置され得る、各々が明確に規定された形状を有する
個々の光学変形部のパターンからなってもよい。さらに、個々の光学変形部１８、１９の
パターンは互いとランダムに重なって、光学変形部が互いに交互に配置されたり、または
図７ｇに概略的に示されるように互いと交差したり、もしくは互いにインターロックした
りしてもよい。また、光学変形部の位置、サイズ、高さ、密度、角度、向きおよび／また
は形状は基板にわたって異なり得る。
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【００３０】
　個々の光学変形部１８、１９は、多くの異なる形状も取り得る。たとえば、図８ａに示
されるような三角形の側面３１を備えるピラミッド３０、図８ｂに示されるように台形状
の側面３３および平らな上面３４を備える切頭ピラミッド３２、図８ｃに示されるように
側面３６が丸められまたはカーブして長く、平面３５の角度が比較的急勾配のもの、図８
ｄに示されるような円錐形状３７、図８ｅに示されるように上面３９が平らな切頭円錐形
状３８、図８ｆに示されるように側４１がより急な勾配で丸くまたはカーブし、平面４０
の傾斜が比較的浅いもの、図８ｇに示されるように両端４３が丸められまたはカーブし、
１対の側面４２が反対側に傾斜して交差するもの、図８ｈに示されるように両端４５が丸
くされまたはカーブし、上面４６が平らで１対の平らな側面４４が反対側に傾斜したもの
、および図８ｉに示されるような半球形状４７である。さらに、１つよりも多くのタイプ
の形状の光学変形部１８、１９をトランスリフレクタの一方側または両側の中または上に
設けてもよい。
【００３１】
　いずれの場合も、バックライトに最も近いトランスリフレクタ４、５の側の上の変形部
の位置、角度、密度、サイズ、高さ、形状および向きのパターンは、バックライトからの
特定の光分布を透過するように設計される。この目的のため、トランスリフレクタ４の面
１０およびトランスリフレクタ５の面２０の角度は、光源５０からの距離が増大するにつ
れて変化して、光源からの距離が増すにつれてバックライトＢＬが異なって光を送出する
態様を創出し得る。
【００３２】
　図９および図１０は、図１および図２に示されるトランスリフレクタ４および５の光反
射面９および光透過面１０を製造する２つの異なる方法を示す。図９に示される方法では
、反射フィルム、層またはコーティング１５は、各々が一定の屈折率を有する（図９ａを
参照）１つ以上の層を含み得る透明な基板７の一方側に塗布され得る。次に、反射コーテ
ィングは、プレスまたはローラ５１を用いて透明な基板のコーティングされた側を熱成形
して、図９ｂおよび図９ｃに示されるように間隔をあけられ角度付けられまたは傾斜しコ
ーティングされていない他の複数の光透過面または区域１０で分離された間隔をあけられ
角度付けられまたは傾斜し反射コーティングされた複数の面または区域９を形成すること
によって、選択された面または区域から除去され得る。熱成形プロセスの間またはその後
に、光透過面１０は、所望により光透過面を通過する光を再方向付けするようにテクスチ
ャ付けられるまたはレンズ状にされ得る。基板７の他方側は、図９ｂの実線１７および図
９ｃの仮想線１７で示されるように平らなままにされてもよく、またはテクスチャ付けさ
れてもよく、または図９ｃの実線で示されるように光学変形部１８を設けてもよい。また
、図９ｃの仮想線でさらに示されるように、オプティカルコーティング１７′を他方側に
塗布してもよい。
【００３３】
　図１０に示される方法は、基板の一方側が熱成形されて、図１０ｂに示されるような他
の角度付けられまたは傾斜した複数の面１０によって分離される、間隔をあけられ角度付
けられまたは傾斜した複数の面９が作製されるまでは透明な基板７に反射コーティングが
塗布されないという点で図９に示されたものとは異なっている。次に、光透過面１０はコ
ーティングせずに残して、たとえば高低線堆積技術を用いて、図１０ｃに示されるように
角度付けられた面９のみに反射コーティング１５を塗布して反射面９を形成する。これに
代えて、反射面９の上に反射コーティング１５を熱間スタンプしてもよい。
【００３４】
　図３に示されるトランスリフレクタ６は、２つの基板の間の界面５９に光学変形部５７
、５８を備える、互いに接合され屈折率の異なる少なくとも２つの透明な基板５５、５６
を含む点で、図１および図２に示されるトランスリフレクタとは異なっている。基板５５
、５６は、所望により、完全にもしくは部分的に互いに接合されるか、または選択された
区域で互いに接合され得る。ディスプレイＤに最も近い基板５５は、ディスプレイから最
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も遠い基板５６よりも屈折率が高い。基板の１つ（たとえば基板５５）の嵌め合い側は光
学変形部５７のパターンを含み、他方の基板５６の嵌め合い側は光学変形部５８の逆パタ
ーンを含む。これらの光学変形部は異なる形状の溝を含み得る。たとえば、それぞれ図３
および図３ａに示されるように鋭角のもしくはカーブした頂部および谷部を備える平らな
側、もしくは図３ｂに示されるようなカーブした側を有する角柱状の溝、またはクロス溝
、またはレンズ状溝、または以前に説明されかつ図７および図８に概略的に図示されるよ
うに明確に規定された形状を各々が有する個々の光学変形部である。これにより、２つの
基板の屈折率の差により、ディスプレイを通過し、トランスリフレクタ６の屈折率のより
高い側５５に入る周辺光のより大きな部分が、２つの基板間の内側の高／低界面５９と底
部／空気界面６０との両者で完全に内部反射されるようになり、明るい環境でディスプレ
イがより見やすくなる。
【００３５】
　バックライトＢＬからの光線Ｒはトランスリフレクタ６の屈折率のより低い側５６を通
って入り、トランスリフレクタを通ってディスプレイＤに透過される。バックライトＢＬ
に最も近い屈折率のより低い基板５６の側１７は、図３の仮想線で示されるように平らで
あってもよく、テクスチャ付けされてもよく、または図２に示されるトランスリフレクタ
５の光学変形部１９と同様であり得る、図３に実線で示されるような光学変形部６１のパ
ターンを有してもよく、これにより、光学変形部の角度、密度、サイズ、形状および向き
を設計することによってバックライトＢＬから送出される光の特定の分布を透過させるト
ランスリフレクタ６の能力を最適化し、前述の態様でバックライトから送出される特定の
光分布を透過させる。また、トランスリフレクタ６の光学変形部６１の入光面６２の角度
は、図３に概略的に示されるように光源５０からの光が増すにつれて異なるようにされて
、これにより、図１および図２に示されるトランスリフレクタ４および５の入光面１０お
よび２０と同様に、光源からの距離が増すにつれてバックライトが異なって光を送出する
態様をもたらし得る。
【００３６】
　所望により、トランスリフレクタ６の２つの基板５５、５６の間の界面５９に、図３に
概略的に示されるような、反射防止コーティング、メタライズドコーティングおよび／ま
たは偏光コーティング６３を設けてもよい。また、拡散器または輝度向上フィルムまたは
光学変形部またはテクスチャ６４を屈折率のより高い基板５５の外側面に塗布して、トラ
ンスリフレクタ６からの所望の光出力分布を得てもよい。さらに、図３ｃに概略的に示さ
れるように、トランスリフレクタ６は、いちばん外側の層５５、５６ａの外側面の上また
はその中に光学変形部を備える、基板の嵌め合い側に沿って互いに結合された、屈折率の
異なる２つよりも多くの透明な基板５５、５６、５６ａを含んでもよい。
【００３７】
　図３に示されるトランスリフレクタ６を製造する１つの方法は、基板のうち１つ（この
場合基板５５）の一方側の中またはその上に光学変形部５７の所望のパターンを予め形成
し、光学変形部５７の予め形成されたパターンを用いて、他方の基板５６の一方側の中ま
たはその上に光学変形部５８の逆パターンを形成し、次に２つの基板を互いに接合して、
図１１に概略的に示されるように光学変形部５７と逆の光学変形部５８とが互いと嵌め合
い係合するようにすることである。光学変形部５８の逆パターンは、他の基板５６を溶融
または熱軟化する一連の予熱器６５間に他の基板５６を通し、次に図１１に示されるよう
に冷間ローラ６７に１つの基板５５を通すことによって１つの基板５５が溶融しないよう
にしながら、形成すべき基板５６をその最終温度にもたらす熱間ローラ６６を用いて１つ
の基板５５に対して溶融したまたは熱軟化した基板５６をプレスすることによって他の基
板５６の一方側の中またはその上に形成され得る。次に基板の両者５５、５６を１対の冷
間ローラ６８、６９に通して、溶融したおよび／または熱軟化した基板５６を硬化させて
、図１１にさらに示されるように予め形成された基板５５と接合させ得る。
【００３８】
　これに代えて、基板５５よりも屈折率が低い透明な紫外線硬化ポリマー５６を他の基板
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の代わりに用いてもよい。未硬化ポリマー５６を１つの基板５５の一方側の中またはその
上の光学変形部５７の予め形成されたパターンに塗布し、次に硬化させて、ポリマーの中
またはその上に光学変形部５８の逆パターンを形成して、そのポリマーを１つの基板の一
方側に接合する。
【００３９】
　バックライトＢＬは実質的に平坦であってもよく、またはカーブしてもよく、または単
一の層または多層であってもよく、所望により異なる厚みおよび形状を有してもよい。さ
らに、バックライトは、可撓性であってもまたは剛性であってもよく、さまざまな化合物
から作られてもよい。さらに、バックライトは、中空であっても、液体、空気で充填され
ても、または中実であってもよく、孔または隆起部を有してもよい。
【００４０】
　また、光源５０はアーク灯、色付けされ、フィルタされもしくは塗装され得る白熱電球
、レンズエンド電球（lens end bulb）、線光（line light）、ハロゲンランプ、発光ダ
イオード（ＬＥＤ）、ＬＥＤからのチップ、ネオン電球、冷陰極蛍光灯、遠隔の源から伝
わる光ファイバライトパイプ、レーザもしくはレーザダイオードまたはいずれの他の好適
な光源であってもよい。さらに、所望の色付きまたは白色の光出力分布を与えるため、光
源５０は、多色ＬＥＤまたは多色放射源の組合せであってもよい。たとえば、異なる色（
赤、青、緑）のＬＥＤまたは多色のチップを備える単一のＬＥＤなどの複数の色付きの光
を用いて、各個々の色付けされた光の強度を変えることにより、白色光またはいずれの他
の色の光出力分布を発生してもよい。
【００４１】
　所望により、光学変形部のパターンは、バックライトＢＬの一方側もしくは両側または
バックライトの一方側もしくは両側の１つ以上の選択された区域に設けられてもよい。本
明細書中で用いるように、光学変形部という用語は、光の一部が送出されるようにする、
面および／またはコーティングもしくは表面処理の形状または外形のどのような変化も意
味するものである。これらの変形部は、バックライトの選択された区域に対し、たとえば
、塗装されたパターン、エッチングされたパターン、機械加工されたパターン、プリント
されたパターン、熱間スタンプされたパターンまたは成形されたパターンなどを施すこと
により、さまざまな態様で作製することができる。たとえば、パッドプリンティング、シ
ルクスクリーン、インクジェット、熱伝達フィルム加工などにより、インクまたはプリン
トパターンを塗布してもよい。また、用いられるシートまたはフィルムの上に変形部をプ
リントして、変形部をバックライトに塗布してもよい。このシートまたはフィルムは、所
望の効果を生じるように、たとえば、バックライトの一方側または両側にシートまたはフ
ィルムを装着するまたはそれ以外の方法でこれを位置決めすることにより、バックライト
の永久的な部分となり得る。
【００４２】
　バックライトの区域または複数の区域の上またはその中の変形部の密度、不透明性もし
くは半透明性、形状、深さ、色、面積、屈折率またはタイプを変えることにより、バック
ライトの光出力を制御することができる。変形部を用いて、バックライトの発光区域から
出力される光の割合を制御し得る。たとえば、より少ない光出力が望まれる表面区域上に
、より少ないおよび／またはよりサイズの小さい変形部を置いてもよい。これに対して、
より大きな光出力が望まれるバックライトの表面区域上に、より大きな割合のおよび／ま
たはより大きな変形部を置いてもよい。
【００４３】
　実質的に均一な光出力分布を提供するためには、バックライトの異なる区域で変形部の
割合および／またはサイズを異ならせる必要がある。たとえば、バックライトを通して伝
わる光の量は、通常、光源から遠隔にされた他の区域よりも光源により近い区域でより大
きいであろう。変形部のパターンを用いて、光源からの距離が増すにつれてたとえば、変
形部をより密に集中させることによってバックライト内の光の分散を調節し、それにより
、バックライトからのより均一な光出力分布を生じ得る。
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【００４４】
　また、特定の用途に適するように、変形部を用いて、バックライトからの出力光線角度
分布を制御してもよい。たとえば、液晶ディスプレイを背面から照らすのにバックライト
を用いる場合、光出力は、変形部が予め定められた光線角度で光線をバックライトから送
出し、それによりそれらが低い損失で液晶ディスプレイを通過すればより効率的である。
さらに、光変形部のパターンを用いて、バックライトの光抽出による光出力分散を調節し
てもよい。光変形部のパターンは、光沢のあるものから不透明なものまたはその両方にわ
たる、幅広い塗料、インク、コーティング、エポキシなどを用いてバックライト表面区域
上にプリントされてもよく、ハーフトーン分離技術を用いて変形部のカバー範囲を変えて
もよい。さらに、光学変形部のパターンは多層であってもまたは屈折率が異なっていても
よい。
【００４５】
　光学変形部のプリントパターンは、点、方形、ダイヤモンド、楕円、星、ランダムな形
状など、形状が異なってもよい。また、１インチ当たり６０本またはそれよりも細かい線
のプリントパターンを用いることが望ましい。これにより、特定の用途では、プリントパ
ターン中の変形部または形状が人の目にほとんど見えなくなり、これにより、より大きな
素子を用いる光抽出パターンに共通の勾配または帯状の線（banding lines）が検出され
なくなる。さらに、変形部は、バックライトの長さおよび／または幅に沿って形状および
／またはサイズが異なってもよい。また、バックライトの長さおよび／または幅にわたっ
て変形部のランダムな配置パターンを用いてもよい。モアレ効果またはその他の干渉効果
を減じるため、変形部は、特定の角度を有しない形状またはパターンを有してもよい。こ
れらのランダムなパターンを作り出す方法の例は、確率的プリントパターン技術、周波数
変調ハーフトーンパターンまたはランダムドットハーフトーンを用いて形状のパターンを
プリントすることである。さらに、変形部に色付けしてバックライトの色補正を行なって
もよい。また、変形部の色がバックライトを通して異なって、たとえば同じまたは異なる
光出力区域に異なる色を与えてもよい。
【００４６】
　光学変形部のパターンに加えてまたはその代わりに、鋳型パターンのより複雑な形状を
用いて図７ａ－図７ｃに示されるような角柱状もしくはレンズ状溝またはクロス溝または
さまざまな形状の窪みもしくは盛り上がり面を含む他の光学変形部をバックライトの１つ
以上の表面区域の中にまたはその上に成形、エッチング、型押し、熱成形、熱間スタンプ
するなどしてもよい。角柱状もしくはレンズ状の面、窪みまたは盛り上がり面は、それに
よって接する光線の一部がバックライトから送出されるようにする。また、所望の光出力
分布または効果を生じるように、角柱、窪みまたは他の面の角度を変えて、光を異なる方
向に方向付けてもよい。さらに、モアレ効果またはその他の干渉効果を減じるため、反射
面または屈折面は、特定の角度を有しない形状またはパターンを有してもよい。
【００４７】
　図１から図３に概略的に示されるように、バックライトＢＬの一方側に裏面反射体７５
を装着するかまたは位置決めして、その側から送出された光を反射してパネルに戻し、反
対側を通って送出することにより、バックライトの光出力効率を向上させ得る。さらに、
内側臨界角を超えて光の一部がバックライトの一方側または両側から送出されるように、
図１から図３に概略的に示されるようにバックライトの一方側または両側上に光学変形部
７６のパターンを設けて光の経路を変更してもよい。バックライトＢＬのこれらの光学変
形部７６は、トランスリフレクタ４の光学変形部８と逆の形状を有してもよく、バックラ
イトからトランスリフレクタへの光転送効率を増大するように、図１ｃに概略的に示され
るように整列されてもよい（所望により、互いに重なってもよい）。さらに、整列したバ
ックライトとトランスリフレクタ変形部７６および８との間の領域は、そのような光転送
効率をさらに増大させるように屈折率一致材料７９を含んでもよい。さらに、図１および
図２に概略的に示されるように、光が送出されるバックライトの側または複数の側に対し
て透明なフィルム、シートまたはプレート７７を装着するかまたは位置決めして、光出力
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分布の均一性をさらに向上させ得る。たとえば、フィルム、シートまたはプレートは輝度
向上フィルムまたは拡散器であり得る。
【００４８】
　図１２から図１５は、それぞれのバックライト表面区域８２上の個々の突出部８１また
はそのような表面区域の中の個々の窪み８３のいずれかであり得る、他の光学変形部８０
を示す。いずれの場合も、これらの光学変形部８０の各々は、１つの端縁８５でそれぞれ
のバックライト表面区域８２と交差しかつ変形部の各々によって発光をより正確に制御す
るためにその長さにわたって均一な傾斜を有する反射または屈折面８４を含む明確に規定
された形状を有する。各反射／屈折面８４の周方向端縁部分８６に沿って各変形部８０の
端壁８７が存在し、これは、反射／屈折面８４とパネル表面区域８２（図１４および図１
５を参照）との間の開先角度（included angle）Ｉ′よりも大きな開先角度Ｉでそれぞれ
のパネル表面区域８２と交差して、パネル表面区域上の端壁の突出表面区域を最小にする
。これにより、端壁８７の突出表面区域が反射／屈折面８４の突出表面区域と実質的に同
じ大きさであるまたはそれよりも大きい場合にさもなければ可能であるよりも多くの変形
部８０をパネル表面区域の上またはその中に設けることが可能になる。
【００４９】
　図１２および図１３では、反射／屈折面８４の周方向端縁部分８６および関連の端壁８
７が横方向に曲げられる。また、図１４および図１５では、変形部８０の端壁８７が変形
部の反射／屈折面８４に対して実質的に垂直方向に延在して示される。これに代えて、そ
のような端壁８４は、図１６および図１７に概略的に示されるように、パネル表面区域８
２に対して実質的に垂直方向に延在してもよい。これは、パネル表面区域８２上の端壁８
７のいずれの突出表面区域も事実上排除するので、パネル表面区域上の変形部の密度をさ
らに増大し得る。
【００５０】
　パネル表面区域から所望の光出力分布を得るため、光変形部は他の明確に規定された形
状を有してもよい。図１８は、パネル表面区域８２上の個々の光抽出変形部８８を示し、
その各々は、ほぼ平らな矩形の反射／屈折面８９と、それらの長さおよび幅にわたって均
一な傾斜の関連の端壁９０およびほぼ平面の側壁９１とを含む。これに代えて、変形部８
８′は、図１９に概略的に示されるように、丸められたまたはカーブした側壁９２を有し
てもよい。
【００５１】
　図２０は、パネル表面区域８２上の個々の光抽出変形部９３を示し、その各々は、平ら
で傾斜した三角形の反射／屈折面９４と、関連の平らでほぼ三角形に形作られた側壁また
は端壁９５とを含む。図２１は、各々が、角度付けられた周方向端縁部分９８を有する平
らで傾斜した反射／屈折面９７と、関連の角度付けられた端壁および側壁９９および１０
０とを含む個々の光抽出変形部９６を示す。
【００５２】
　図２２はほぼ円錐形状の個々の光抽出変形部１０１を示す一方、図２３は、各々が、丸
められた反射／屈折面１０３と、丸められた端壁１０４および丸められたまたはカーブし
た側壁１０５とをすべてともに混合して含む個々の光抽出変形部１０２を示す。これらの
さらなる面は、その上に当たる他の光線を異なる方向に反射または屈折させて、バックラ
イト／パネル部材ＢＬにわたって光を広げて、パネル部材から送出される光のより均一な
分布を与える。
【００５３】
　個々の変形部の反射／屈折面ならびに端壁および側壁の特定の形状にかかわらず、その
ような変形部は、パネル表面区域８２に対して平行に間隔をあけた関係の、反射／屈折面
ならびに端壁および／または側壁と交差する平面も含み得る。図２４から図２６は、各変
形部とパネル表面区域８２に対して平行に間隔をあけた関係の平面１０９とが交差するこ
とを除き、図１８、図１９および図２２にそれぞれ示されたのと同様の代表的な形状を有
する、パネル表面区域上の個々の突出部の形態の変形部１０６、１０７および１０８を示
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す。同様に、図２７は、パネル表面区域８２中の個々の窪み１１１の形態の多数の変形部
１１０のうち１つを示し、その各々は、パネル表面区域８２のほぼ平らな面に対して平行
に間隔をあけた関係の平面１０９と交差する。パネル表面区域８２からの発光のための臨
界角よりも小さな内角でそのような平面１０９に当たるいかなる光線も平面１０９によっ
て内部で反射される一方で、臨界角よりも大きな内角でそのような平面１０９に当たるい
かなる光線も、図２７に概略的に示されるように、最小限の光学的不連続部を備える平面
によって送出される。
【００５４】
　変形部がパネル表面区域８２上の突出部である場合、図１４および図１６に概略的に示
されるように、反射／屈折面は、光源５０からの光線がパネルを通って伝わるのとほぼ反
対の方向にパネルから離れるように角度をなして延びる。変形部がパネル表面区域中の窪
みである場合、図１５および図１７に概略的に示されるように、反射／屈折面は、光源５
０からの光線がパネル部材を通って伝わるのとほぼ同じ方向にパネルの中へ角度をなして
延びる。
【００５５】
　変形部がパネル表面区域８２の上またはその中の突出部であるかまたは窪みであるかに
かかわらず、変形部の光反射／屈折面の傾斜を変更して、その上に当たる光線が発光パネ
ルから屈折されるかまたはパネルを通して反射し返されてパネルの反対側から送出される
ようにしてもよく、所望の効果を生じるように、パネルをエッチングしてパネルから送出
される光を拡散するか、またはパネルを透明なフィルムで覆ってもよい。また、パネル表
面区域上の光学変形部のパターンは、パネル表面区域から所望の光出力分布を得るため、
所望により均一であってもまたは可変であってもよい。図２８および図２９は、パネル表
面区域８２の長さおよび幅に沿って均一に間隔をあけてほぼ真っ直ぐな複数の列に配置さ
れた、図２４および図２５に示されたものと同じ形状の変形部１０６および１０７を示し
、一方、図３０および図３１は、パネル表面区域の長さに沿って互いに重なる互い違いの
列に配置されたそのような変形部１０６および１０７を示す。
【００５６】
　また、パネル表面区域から所望の光出力分布を得るため、光学変形部の幅、長さおよび
深さまたは高さを含むサイズに加えて、角度付けられた向きおよび位置は、いずれの所与
のパネル表面区域の長さおよび／または幅に沿って異なってもよい。図３２および図３３
は、パネル表面区域８２上の互い違いの列に配置された、それぞれ図１８および図１９に
示されたものと同じ形状でサイズが異なる変形部８８および８８′のランダムなまたは可
変のパターンを示し、一方、図３４は、光源からの変形部の距離が増すにつれまたはパネ
ル表面区域の長さおよび／または幅に沿って光の強度が減少するにつれてサイズが増大す
る、図２５に示されたものと同じ形状の変形部１０７を示す。変形部８８および８８′は
、図３２および図３３に示されるように、パネル表面にわたって塊で配置される。各々の
塊の中の変形部のうち少なくともいくつかは、パネル表面にわたって異なる、塊の各々ご
とに平均サイズまたは形状特徴をまとまって生じさせる、異なるサイズまたは形状特徴を
有する。たとえば、塊の各々の変形部のうち少なくともいくつかは、パネル表面にわたっ
て異なる傾斜面の平均深さもしくは高さ特徴または平均傾斜もしくは向きをまとまって発
生させる、異なる深さもしくは高さまたは異なる傾斜もしくは向きを有する。同様に、塊
の各々の変形部のうち少なくともいくつかは、パネル表面にわたって異なる平均幅または
長さ特徴をまとまって発生させる異なる幅または長さを有し得る。これにより、機械的公
差（machinery tolerances）を超えて所望のサイズまたは形状特徴を得ることができ、ま
たモアレ効果および干渉効果を克服する。
【００５７】
　図３５および図３６は、パネル表面区域８２の長さおよび幅に沿ったいずれの所望の形
状の光学変形部１１５の異なる角度の向きも概略的に示す。図３５では、変形部は、パネ
ル表面区域の長さに沿って真っ直ぐな列１１６に配置されるが、列の各々の中の変形部は
光源５０に面するような向きにされるので、すべての変形部は光源から送出されている光
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線と実質的に一列になっている。図３６では、変形部１１５も図３５と同様に光源５０に
面するような向きにされる。さらに、図３６の変形部の列１１７は、光源５０と実質的に
径方向に整列されている。
【００５８】
　図３７および図３８は、この発明に従う発光パネルアセンブリＢＬの光遷移区域１２１
の中にインサート成形されるかまたは鋳造された、合焦光源５０から送出された例示的な
光線１２０が、光線のより多くがパネル部材の他方側１２４よりも一方側１２３から反射
または屈折されるようにする、パネル表面区域８２の上またはその中の明確に規定された
形状の個々の光抽出変形部８０、１０７に光線が当たるまで、発光パネル部材１２２を通
して光線が伝わる間にどのように反射されるかを概略的に示す。図３７は、パネル部材の
同じ側１２３を通してほぼ同じ方向に変形部８０の反射／屈折面８４によって反射されて
いる例示的な光線１２０を示す一方で、図３８は、光線がパネル部材の同じ側１２３から
反射／屈折される前に変形部１０７の丸められた側壁９２によってパネル部材１２２内で
異なる方向に散乱される光線１２０を示す。この発明に従う、明確に規定された形状の個
々の光抽出変形部のそのようなパターンにより、パネル部材の入力端縁１２５を通して受
けた光の６０ないし７０％またはそれ以上がパネル部材の同じ側から送出され得る。
【００５９】
　以上から、この発明のバックライトの光出力分布とバックライトからの入射光を受ける
この発明のトランスリフレクタの光入力面とが互いと同調されて、それによりトランスリ
フレクタが、バックライトが送出する光のより多くをトランスリフレクタを通してより十
分に透過することが明らかである。
【００６０】
　この発明はある実施例について示されかつ説明されたが、明細書を読み理解すれば、当
業者には均等な変形および変更が想到されることは明らかである。特に、上記構成要素に
よって達成されるさまざまな機能について、そのような構成要素を説明するのに用いられ
た（「手段」に対するいかなる言及も含む）用語は、特に他に示されなければ、本明細書
中に図示されたこの発明の例示的な実施例の機能を果たす開示された構成要素と構造的に
均等でないとしても、（たとえば機能的に均等な）記載された構成要素の特定の機能を果
たすいかなる構成要素にも対応することが意図される。さらに、この発明の特定の特徴は
１つの実施例についてしか開示されていないかもしれないが、所望によりそのような特徴
を他の実施例の他の１つ以上の特徴と組合せてもよく、そのような特徴はいずれの所与の
または特定の用途にも有利であり得る。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】この発明に従うトランスリフレクタシステムの１つの形態の概略側面立面図であ
る。
【図１ａ】図１に示されるトランスリフレクタシステムの変形の概略側面立面図である。
【図１ｂ】図１に示されるトランスリフレクタシステムの変形の概略側面立面図である。
【図１ｃ】図１に示されるトランスリフレクタシステムの変形の概略側面立面図である。
【図２】この発明に従うトランスリフレクタシステムの他の形態の概略側面立面図である
。
【図３】この発明に従うトランスリフレクタシステムの他の形態の概略側面立面図である
。
【図３ａ】図３に示されたトランスリフレクタシステムの変形の概略側面立面図である。
【図３ｂ】図３に示されたトランスリフレクタシステムの変形の概略側面立面図である。
【図３ｃ】図３に示されたトランスリフレクタシステムの変形の概略側面立面図である。
【図４ａ】トランスリフレクタの一方側の上の光学変形部が溝を含む、図１に示されるタ
イプのトランスリフレクタの概略斜視図である。
【図４ｂ】トランスリフレクタの一方側の上の光学変形部が溝を含む、図１に示されるタ
イプのトランスリフレクタの概略斜視図である。
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【図４ｃ】トランスリフレクタの一方側の上の光学変形部が溝を含む、図１に示されるタ
イプのトランスリフレクタの概略斜視図である。
【図５ａ】トランスリフレクタの一方側の上の光学変形部は、各々が明確に規定された形
状を有する個々の光学変形部である、図１に示されるタイプのトランスリフレクタの概略
斜視図である。
【図５ｂ】トランスリフレクタの一方側の上の光学変形部は、各々が明確に規定された形
状を有する個々の光学変形部である、図１に示されるタイプのトランスリフレクタの概略
斜視図である。
【図５ｃ】トランスリフレクタの一方側の上の光学変形部は、各々が明確に規定された形
状を有する個々の光学変形部である、図１に示されるタイプのトランスリフレクタの概略
斜視図である。
【図５ｄ】トランスリフレクタの一方側の上の光学変形部は、各々が明確に規定された形
状を有する個々の光学変形部である、図１に示されるタイプのトランスリフレクタの概略
斜視図である。
【図６ａ】図５ａから図５ｄの個々の光学変形部が取り得る他の外形形状の概略斜視図で
ある。
【図６ｂ】図５ａから図５ｄの個々の光学変形部が取り得る他の外形形状の概略斜視図で
ある。
【図６ｃ】図５ａから図５ｄの個々の光学変形部が取り得る他の外形形状の概略斜視図で
ある。
【図６ｄ】図５ａから図５ｄの個々の光学変形部が取り得る他の外形形状の概略斜視図で
ある。
【図６ｅ】図５ａから図５ｄの個々の光学変形部が取り得る他の外形形状の概略斜視図で
ある。
【図７ａ】図１から図３のトランスリフレクタの１つ以上の他の面の上またはその中の光
学変形部のパターンの概略斜視図である。
【図７ｂ】図１から図３のトランスリフレクタの１つ以上の他の面の上またはその中の光
学変形部のパターンの概略斜視図である。
【図７ｃ】図１から図３のトランスリフレクタの１つ以上の他の面の上またはその中の光
学変形部のパターンの概略斜視図である。
【図７ｄ】図１から図３のトランスリフレクタの１つ以上の他の面の上またはその中の光
学変形部のパターンの概略斜視図である。
【図７ｅ】図１から図３のトランスリフレクタの１つ以上の他の面の上またはその中の光
学変形部のパターンの概略斜視図である。
【図７ｆ】図１から図３のトランスリフレクタの１つ以上の他の面の上またはその中の光
学変形部のパターンの概略斜視図である。
【図７ｇ】図１から図３のトランスリフレクタの１つ以上の他の面の上またはその中の光
学変形部のパターンの概略斜視図である。
【図８ａ】図７ｃから図７ｅに示された光学変形部に代わり得る個々の光学変形部の外形
形状の概略斜視図である。
【図８ｂ】図７ｃから図７ｅに示された光学変形部に代わり得る個々の光学変形部の外形
形状の概略斜視図である。
【図８ｃ】図７ｃから図７ｅに示された光学変形部に代わり得る個々の光学変形部の外形
形状の概略斜視図である。
【図８ｄ】図７ｃから図７ｅに示された光学変形部に代わり得る個々の光学変形部の外形
形状の概略斜視図である。
【図８ｅ】図７ｃから図７ｅに示された光学変形部に代わり得る個々の光学変形部の外形
形状の概略斜視図である。
【図８ｆ】図７ｃから図７ｅに示された光学変形部に代わり得る個々の光学変形部の外形
形状の概略斜視図である。
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【図８ｇ】図７ｃから図７ｅに示された光学変形部に代わり得る個々の光学変形部の外形
形状の概略斜視図である。
【図８ｈ】図７ｃから図７ｅに示された光学変形部に代わり得る個々の光学変形部の外形
形状の概略斜視図である。
【図８ｉ】図７ｃから図７ｅに示された光学変形部に代わり得る個々の光学変形部の外形
形状の概略斜視図である。
【図９ａ】図１および図２に示されたトランスリフレクタの光反射面および光透過面を製
造する１つの方法の概略図である。
【図９ｂ】図１および図２に示されたトランスリフレクタの光反射面および光透過面を製
造する１つの方法の概略図である。
【図９ｃ】図１および図２に示されたトランスリフレクタの光反射面および光透過面を製
造する１つの方法の概略図である。
【図１０ａ】図１および図２に示されたトランスリフレクタの光反射面および光透過面を
製造する別の方法の概略図である。
【図１０ｂ】図１および図２に示されたトランスリフレクタの光反射面および光透過面を
製造する別の方法の概略図である。
【図１０ｃ】図１および図２に示されたトランスリフレクタの光反射面および光透過面を
製造する別の方法の概略図である。
【図１１】図３に示されたトランスリフレクタを製造する１つの方法の概略図である。
【図１２】バックライトの表面の上またはその中に形成される、この発明に従う光学変形
部のさまざまな形態を示すバックライト／発光パネルアセンブリの表面区域の拡大概略部
分平面図である。
【図１３】バックライトの表面の上またはその中に形成される、この発明に従う光学変形
部のさまざまな形態を示すバックライト／発光パネルアセンブリの表面区域の拡大概略部
分平面図である。
【図１４】図１２および図１３の光学変形部の１つの拡大縦方向断面図である。
【図１５】図１２および図１３の光学変形部の１つの拡大縦方向断面図である。
【図１６】バックライト表面の上またはその中に形成される、この発明に従う光学変形部
の他の形態の拡大概略縦方向断面図である。
【図１７】バックライト表面の上またはその中に形成される、この発明に従う光学変形部
の他の形態の拡大概略縦方向断面図である。
【図１８】この発明に従う他の明確に規定された形状の個々の光学変形部のパターンを含
むバックライト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図１９】この発明に従う他の明確に規定された形状の個々の光学変形部のパターンを含
むバックライト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図２０】この発明に従う他の明確に規定された形状の個々の光学変形部のパターンを含
むバックライト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図２１】この発明に従う他の明確に規定された形状の個々の光学変形部のパターンを含
むバックライト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図２２】この発明に従う他の明確に規定された形状の個々の光学変形部のパターンを含
むバックライト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図２３】この発明に従う他の明確に規定された形状の個々の光学変形部のパターンを含
むバックライト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図２４】この発明に従う他の明確に規定された形状の個々の光学変形部のパターンを含
むバックライト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図２５】この発明に従う他の明確に規定された形状の個々の光学変形部のパターンを含
むバックライト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図２６】この発明に従う他の明確に規定された形状の個々の光学変形部のパターンを含
むバックライト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図２７】バックライト表面の上またはその中に形成される、この発明に従う光学変形部
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の別の形態の拡大概略縦方向断面図である。
【図２８】表面区域の長さおよび幅に沿って複数の真っ直ぐな列に配置される、図２４お
よび図２５に示されたものと同様の形状の光学変形部を含むバックライト表面区域の拡大
概略上面図である。
【図２９】表面区域の長さおよび幅に沿って複数の真っ直ぐな列に配置される、図２４お
よび図２５に示されたものと同様の形状の光学変形部を含むバックライト表面区域の拡大
概略上面図である。
【図３０】表面区域の長さに沿って互い違いの列に配置される、図２４および図２５に示
されたものと同様の形状の光学変形部を含むバックライト表面区域の拡大概略上面図であ
る。
【図３１】表面区域の長さに沿って互い違いの列に配置される、図２４および図２５に示
されたものと同様の形状の光学変形部を含むバックライト表面区域の拡大概略上面図であ
る。
【図３２】表面区域上の異なるサイズの光学変形部の塊のランダムなまたは可変のパター
ンを含むバックライト表面区域の拡大概略上面図である。
【図３３】表面区域上の異なるサイズの光学変形部の塊のランダムなまたは可変のパター
ンを含むバックライト表面区域の拡大概略上面図である。
【図３４】光入力面からの変形部の距離が増すにつれ、または光の強度が表面区域の長さ
に沿って増すにつれてサイズが大きくなる、この発明に従う光学変形部を示す、バックラ
イト表面区域の拡大概略斜視図である。
【図３５】バックライト表面区域の長さおよび幅に沿った光学変形部の異なる角度の向き
を示す概略斜視図である。
【図３６】バックライト表面区域の長さおよび幅に沿った光学変形部の異なる角度の向き
を示す概略斜視図である。
【図３７】この発明に従う、バックライト表面区域の明確に規定された形状の異なる個々
の光学変形部が、合焦光源から送出された例示的な光線をどのように反射または屈折させ
るかを概略的に示す拡大斜視図である。
【図３８】この発明に従う、バックライト表面区域の明確に規定された形状の異なる個々
の光学変形部が、合焦光源から送出された例示的な光線をどのように反射または屈折させ
るかを概略的に示す拡大斜視図である。
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